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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
眼底カメラ用の模型眼において、
アライメント位置が異なる複数種の眼底カメラに取り付け可能な取り付け部を備えた模型
眼本体と、
この模型眼本体に組み込まれた模型眼レンズと、この模型眼レンズに対して眼底カメラに
よる被検眼の検眼時における眼底共役位置となる配置でチャートとスプリット視標用の反
射面とを分割配置に備えるととも、前記チャートの背面側にのみ光拡散用の反射部材を備
えた模型眼部と、
からなることを特徴とする模型眼。
【請求項２】
眼底カメラ用の模型眼において、
眼底カメラの対物レンズを収納した対物鏡筒に着脱可能に構成した略筒状の模型眼本体と
、
この模型眼本体に組み込まれた模型眼レンズと、この模型眼レンズの端面に眼底カメラに
よる被検眼の検眼時における眼底共役位置となる配置でチャートとスプリット視標用の反
射面とを分割配置に設けるとともに、前記チャートの背面側にのみ光拡散用の反射部材を
備えた模型眼部と、
からなることを特徴とする模型眼。
【請求項３】
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被検眼を対物レンズと対峙する定位置に固定状態とする被検眼固定機構を備えた眼底カメ
ラ用の模型眼において、
前記被検眼固定機構を構成する顎受け部に着脱可能に取り付ける取り付け部と、
この取り付け部により支持されて眼底カメラの対物レンズに対向配置される略筒状の模型
眼本体と、
この模型眼本体に組み込まれた模型眼レンズと、この模型眼レンズの端面に眼底カメラに
よる被検眼の検眼時における眼底共役位置となる配置でチャートとスプリット視標用の反
射面とを分割配置に備えるとともに、前記チャートの背面側にのみ光拡散用の反射部材を
備えた模型眼部と、
からなることを特徴とする模型眼。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、被検眼に対するピント調整、アライメント調整を容易に行える模型眼に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、眼底カメラにおいて被検眼に対するピント調整の容易化を図るために、眼底カメラ
の対物レンズ前方における被検眼の眼底共役位置に、ピント調整用の視標（チャート）が
位置するように模型眼を構成し、この模型眼を使用してピント調整を行うようにしたもの
が知られている。
【０００３】
このような模型眼の従来例について図１０、図１１を参照して説明する。
【０００４】
図１０、図１１に示す模型眼１００は、眼底カメラの対物レンズを収納した対物鏡筒に着
脱可能に装着される略筒状の模型眼本体１０１と、この模型眼本体１０１に組み込まれた
模型眼レンズ１０２と、この模型眼レンズ１０２の端面に眼底カメラによる被検眼の検眼
時における眼底共役位置となる配置で設けた例えば任意数の線分を縦横配置に列設したチ
ャート１０３及びこのチャート１０３の背面側に貼り付けた照明光を均一にする、即ち、
光拡散性の高い拡散部材（ディフューザ）１０４とを備えている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した従来の模型眼１００においては、模型眼１００を使用することで
例えば眼底カメラの接眼鏡筒等を覗くことにより、前記チャート１０３に基づくチャート
像及び接眼鏡筒のレチクルを観察してピント調整を行わなければならない。
【０００６】
前記眼底カメラ内に搭載しているピント調整用のスプリット視標の投影光束は前記拡散部
材１０４に当たって拡散してしまい、この結果、スプリット視標像を明確に観察すること
ができず、ピント調整を円滑に行うことが困難になってしまうという問題がある。
【０００７】
また、上述した従来の模型眼１００においては、アライメント位置が異なる複数種の眼底
カメラにそれぞれ取り付けるための対策が何等講じられていないため個々の眼底カメラに
取り付けた際煩雑な位置調整作業が必要になるという問題もある。
【０００８】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、複数種の眼底カメラに無調整で取り付
け可能であり、被検眼に対するピント調整をアライメント調整とともに容易に実行できる
模型眼を提供することを目的とするものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の発明は、眼底カメラ用の模型眼において、アライメント位置が異なる複数
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種の眼底カメラに取り付け可能な取り付け部を備えた模型眼本体と、この模型眼本体に組
み込まれた模型眼レンズと、この模型眼レンズに対して眼底カメラによる被検眼の検眼時
における眼底共役位置となる配置でチャートとスプリット視標用の反射面とを分割配置に
備えるととも、前記チャートの背面側にのみ光拡散用の反射部材を備えた模型眼部とを有
することを特徴とするものである。
【００１０】
請求項２記載の発明は、眼底カメラ用の模型眼において、眼底カメラの対物レンズを収納
した対物鏡筒に着脱可能に構成した略筒状の模型眼本体と、この模型眼本体に組み込まれ
た模型眼レンズと、この模型眼レンズの端面に眼底カメラによる被検眼の検眼時における
眼底共役位置となる配置でチャートとスプリット視標用の反射面とを分割配置に設けると
ともに、前記チャートの背面側にのみ光拡散用の反射部材を備えた模型眼部とからなるこ
とを特徴とするものである。
【００１１】
請求項１、２記載の発明によれば、模型眼本体の模型眼レンズの端面に眼底カメラによる
被検眼の検眼時における眼底共役位置となる配置でチャートとスプリット視標用の反射面
とを分割配置に設け、チャートの背面側にのみ光拡散用の反射部材を備えているので、眼
底カメラと組み合わせて使用することにより、眼底カメラ内に設けているスプリット視標
の光束を前記反射面より確実に反射することができ、これにより、例えば眼底カメラに搭
載した撮像手段であるＴＶカメラのモニタ画面又は眼底カメラの接眼鏡筒により、前記チ
ャートに基づくチャート像とともに、スプリット視標像を明確に視認することが可能とな
り、被検眼の検眼時に必要なピント調整を容易に実行できる模型眼を提供できる。
【００１２】
特に請求項１記載の発明によれば、模型眼本体にアライメント位置が異なる複数種の眼底
カメラに取り付け可能な取り付け部を備えているので、複数種の眼底カメラに各々取り付
けた場合に、面倒なアライメント調整作業を行う事なく被検眼の検眼時に必要なピント調
整を容易に実行できる模型眼を提供できる。
【００１３】
請求項３記載の発明は、被検眼を対物レンズと対峙する定位置に固定状態とする被検眼固
定機構を備えた眼底カメラ用の模型眼において、前記被検眼固定機構を構成する顎受け部
に着脱可能に取り付ける取り付け部と、この取り付け部により支持されて眼底カメラの対
物レンズに対向配置される略筒状の模型眼本体と、この模型眼本体に組み込まれた模型眼
レンズと、この模型眼レンズの端面に眼底カメラによる被検眼の検眼時における眼底共役
位置となる配置でチャートとスプリット視標用の反射面とを分割配置に備えるとともに、
前記チャートの背面側にのみ光拡散用の反射部材を備えた模型眼部とからなることを特徴
とするものである。
【００１４】
請求項３記載の発明によれば、この模型眼が眼底カメラの被検眼固定機構を構成する顎受
け部に着脱可能に取り付ける取り付け部を備えているので、取り付け部により模型眼本体
を眼底カメラの対物レンズと対峙する状態で固定指示することで、請求項１記載の発明の
場合と同様、眼底カメラ内に設けているスプリット視標の光束を前記模型眼レンズの端面
に設けた反射面より確実に反射することができ、これにより、例えば眼底カメラに搭載し
た撮像手段であるＴＶカメラのモニタ画面又は眼底カメラの接眼鏡筒により、前記チャー
ト像とともに、スプリット視標像を明確に視認することが可能となり、被検眼に対するピ
ント調整を容易に実行できる模型眼を提供できる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の実施の形態を詳細に説明する。
【００１６】
（実施の形態１）
図１は、本発明の実施の形態１の模型眼５０を使用する眼底カメラの外観構成を示すもの
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であり、図２は、本実施の形態１の模型眼５０を図１に示す眼底カメラに装着した状態を
示すものである。
【００１７】
図１において、１は後述する対物レンズ３３等を保持した対物鏡筒３を備えた眼底カメラ
のカメラ本体であり、このカメラ本体１は、テーブル４上において基台５から上方に突設
した支持部６により支持され水平方向に移動動可能に支持されている。
【００１８】
前記対物鏡筒３に対しては、図２に示すように、本実施の形態１の模型眼５０が着脱可能
に装着されるようになっている。
【００１９】
また、基台５にはカメラ本体１の移動操作、被検眼Ｅに対する撮影指令等を行う操作杆７
を備えている。さらに、前記基台５の被検眼Ｅ側の端部には、被検者Ｍの顎、額等を固定
状態とする被検眼固定機構としての顎受け部８を配置している。
【００２０】
さらに、前記カメラ本体１には、接眼鏡筒（ファインダー）１６、スチールカメラ１２、
リレーレンズ部１８、例えば動画撮影、表示用のＴＶカメラ（ＣＣＤカメラ）１３等を備
えている。ＴＶカメラ１３は画像モニタ１３ａを具備している。
【００２１】
次に、本実施の形態１の模型眼５０について、図３、図４を参照して詳細に説明する。
【００２２】
この模型眼５０は、前記カメラ本体１の対物レンズ３３を収納した対物鏡筒３に対してネ
ジ５５を用いて着脱可能に構成した全体として段付きで略筒状に形成した模型眼本体５１
を具備している。
【００２３】
模型眼本体５１は、前記対物鏡筒３に装着するためのテーパー状の装着筒部５１ａと、こ
の装着筒部５１ａに連設した円筒状のレンズ収納筒部５１ｂとを具備している。装着筒部
５１ａの対物鏡筒３側の外周部には、ネジ孔５２が設けられ、対物鏡筒３に装着筒部５１
ａを装着し、前記ネジ孔５２にネジ５５を螺合して締め付けることで、図３に示すように
、模型眼本体５１を対物鏡筒３に固定可能としている。
【００２４】
前記装着筒部５１ａ内には、対物レンズ３３を収納した対物鏡筒３の外径寸法に対応した
内径を有する鏡筒接合部５１ｃと、対物鏡筒３の接合端面３ａと接合し、後述するチャー
ト６１が被検眼Ｅの検眼時における眼底共役位置となるように対物レンズ３３を位置決め
するための光軸方向規定段部５１ｄを設けている。
【００２５】
前記レンズ収納筒部５１ｂ内には、透明体６０ｃの両端面に一対の片凸レンズ６０ａ、６
０ｂを取り付けた模型眼レンズ６０が配置される。
【００２６】
この模型眼レンズ６０の一方の片凸レンズ６０ａ側は前記対物レンズ３３に対峙し、また
、他方の片凸レンズ６０ｂの端面（レンズ面）には、前記カメラ本体１による被検眼Ｅの
検眼時における眼底共役位置となる配置で図４に示すようなチャート６１と、後述するス
プリット視標７１ａ、７１ｂからの光束反射用の白色で高反射率を有する反射面（反射膜
）６３とを上下分割配置に設けている。
【００２７】
さらに、前記チャート６１の背面側（外側）にのみチャート６１に照射される光を拡散す
る反射部材６４を貼り付けて、これらにより模型眼部を構成している。
【００２８】
前記レンズ収納筒部５１ｂの片凸レンズ６０ｂ側の端面には、光不透過性の部材からなる
カバー体５４を取り付けている。
【００２９】
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次に、前記カメラ本体１の光学系について図５を参照して説明する。
【００３０】
この光学系は、被検眼Ｅの眼底（模型眼５０を使用する場合にはチャート６１を照明する
照明光学系１０と、被検眼Ｅの眼底を撮影する撮影光学系２０と、検者の視度調整用のレ
チクル６２とを備えた接眼鏡筒１６とを有している。
【００３１】
前記照明光学系１０は、照明用光源としてのハロゲンランプ２４、反射鏡１９、リレーレ
ンズ２５、撮影光源であるキセノンランプ２６、コンデンサレンズ２７、リング状絞り２
８、反射面が上向き（斜め上向き）の一対の反射ミラー２９ａ、２９ｂ、反射ミラー２９
ａ、２９ｂに堆積する埃等によるフレアー防止用の黒点板３０、色消しレンズ３１、埃等
の堆積を防止するために反射面が下向き（斜め下向き）の孔空きミラー３２、撮影光学系
２０の一部を兼ねる対物レンズ３３を有している。
【００３２】
前記照明光学系１０は、さらにピント調整用の一対のスプリット視標７１ａ、７１ｂを設
けたスプリット視標板７０を光路に備えている。
【００３３】
前記対物レンズ３３は、カメラ本体１に設けた対物鏡筒３に設けられている。さらに、前
記コンデンサレンズ２７と反射ミラー２９ａとの間には、フィルター３４、三枚絞り３５
を配置している。
【００３４】
前記コンデンサレンズ２７は、撮影光束に照明光学系１０のフィルター３４が入らないよ
うに照明光のパスを伸ばすために設けられている。
【００３５】
前記撮影光学系２０は、対物レンズ３３と、合焦レンズ３６と、被検眼Ｅの眼底像をスチ
ールカメラ１２のフィルム１２ａ上に結像させる結像レンズ３７とを有し、例えば３５度
等の画角（撮影倍率）で眼底像の撮影を可能としている。
【００３６】
また、撮影光学系２０には、ＴＶカメラ撮影系４０と接眼鏡筒１６に一部が含まれるファ
インダー光学系４１とが設けられている。
【００３７】
ＴＶカメラ撮影系４０は、前記リレーレンズ部１８を構成する反射ミラー４２と、眼底と
共役位置に配置される撮像素子（ＣＣＤ）４３を含む前記ＴＶカメラ１３とを有している
。
【００３８】
また、前記ファインダー光学系４１は、前記結像レンズ３７とスチールカメラ１２との間
の光路に挿脱されるクイックリターンミラー４４と、フィールドレンズ４５と、このフィ
ールドレンズ４５と前記反射ミラー４２との間の光路に挿脱される観察像切り換え用のク
イックリターンミラー４６と、レチクル６２と、接眼鏡筒１６内に配置した接眼レンズ４
７とを有している。この接眼レンズ４７を通して前記眼底を観察できるようになっている
。
【００３９】
次に、上述した実施の形態１の眼底カメラの動作を前記模型眼５０を使用する場合を主に
し、かつ、図６をも参照して説明する。
【００４０】
前記模型眼５０を、図３に示すように、前記対物鏡筒３に装着筒部５１ａを装着し、前記
ネジ孔５２にネジ５５を螺合して締め付けることで対物鏡筒３に固定する。
【００４１】
この状態で、前記照明光学系１０を動作させ、スプリット視標７１ａ、７１ｂを模型眼５
０の模型眼レンズ６０に向けて投影するとともに前記チャート６１を照明する。
【００４２】
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スプリット視標７１ａ、７１ｂからの光束は、模型眼レンズ６０の片凸レンズ６０ｂの端
面に設けた反射面６３により高反射率で反射し、撮影光学系２０を経て前記ＴＶカメラ１
３により撮像され画像モニタ１３ａに図６に示すようにスプリット視標像７１ａ´、７１
ｂ´として表示される。
【００４３】
同時に、前記チャート６１からの反射光も撮影光学系２０を経て前記ＴＶカメラ１３によ
り撮像され、画像モニタ１３ａにチャート像６１ａとして表示される。
【００４４】
これにより、前記接眼鏡筒１６を覗き、レチクル６２による視度調整を行うことなく、ス
プリット視標像６１ａによりピント調整を容易に実行できる。接眼鏡筒１６を覗いてレチ
クル６２による視度調整後、チャート６１によりピント調整をすることももちろん可能で
ある。
【００４５】
（実施の形態２）
次に、本発明の実施の形態２について図７、図８を参照して説明する。
【００４６】
本実施の形態２においては、模型眼５０Ａとして、実施の形態１の場合と同様な構成の円
筒状のレンズ収納筒部５１ｂ、模型眼レンズ６０、眼底共役位置となる配置のチャート６
１、反射面６３を備えることに加え、レンズ収納筒部５１ｂに対して、図７に示すように
眼底カメラの被検眼固定機構を構成する顎受け部８の顎受け板８ａに顎受け紙止めピン８
１により着脱可能に取り付ける略逆Ｔ状に形成した取り付け部８０を設けたことが特徴で
ある。尚、図７において、８０ａは前記顎受け紙止めピン８１用の穴である。
【００４７】
図８は、本実施の形態２の模型眼５０Ａを顎受け板８ａに取り付け、対物鏡筒３に対峙さ
せた状態を示すものである。
【００４８】
このような本実施の形態２の模型眼５０Ａを使用した場合においても、実施の形態１の場
合と同様、前記接眼鏡筒１６を覗くことなくスプリット視標像６１ａによるピント調整を
容易に実行できる。
【００４９】
また、実施の形態１の場合と同様、接眼鏡筒１６を覗いてレチクル６２による視度調整後
、チャート６１によりピント調整を容易に実行ようにすることももちろん可能である。
【００５０】
（実施の形態３）
次に、本発明の実施の形態３について図９を参照して説明する。
【００５１】
本実施の形態３においては、模型眼５０Ｂとして、模型眼本体５１の装着筒部５１ａに、
アライメント位置が異なる２種類の眼底カメラに取り付け可能な取り付け部５６を備えた
ことが特徴である。この他の構成は実施の形態１の模型眼５０の場合と同様である。
【００５２】
取り付け部５６の内周側には、２種類の眼底カメラの対物鏡筒３の外径寸法に各々対応し
た内径を有する２段の鏡筒接合部５１ｃ、５１ｃ´と、前記チャート６１が被検眼Ｅの検
眼時における眼底共役位置となるように眼底カメラの対物レンズを各々位置決めするため
の光軸方向規定段部５１ｄ、５１ｄ´を備えるとともに、各々ネジ５５を螺合するために
鏡筒接合部５１ｃ、５１ｃ´に連通するネジ孔５２、５２´とが設けられている。
【００５３】
本実施の形態３の模型眼５０Ｂによれば、前記取り付け部５６を設けたことにより、アラ
イメント位置が異なる２種類の眼底カメラに各々取り付けた場合に、前記光軸方向規定段
部５１ｄ又は５１ｄ´により眼底カメラの対物レンズを各々前記チャート６１が被検眼Ｅ
の検眼時における眼底共役位置となるように位置決めすることができ、これにより、各々
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の場合において面倒な調整作業を行う事なく被検眼の検眼時に必要なピント調整、アライ
メント調整を同時かつ容易に実行することが可能となる。
【００５４】
尚、前記取り付け部５６としては、上述した場合の他、さらに多段の、すなわち３段以上
の光軸方向規定段部を有する構成とすることもでき、複数種の眼底カメラの対物鏡筒に取
り付け可能な構成であれば種々の変形が可能である。
【００５５】
【発明の効果】
本発明によれば、対物鏡筒への装着型又は顎受け台への取り付け型の構造で、スプリット
視標像とチャート像とを明確に視認可能とし、ピント調整を作業性よく行うことができる
模型眼を提供することができる。
【００５６】
また、本発明によれば、アライメント位置が異なる複数種の眼底カメラに対して各々装着
し、面倒な調整作業を行う事なく被検眼の検眼時に必要なピント調整を容易に実行するこ
とが可能な模型眼を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１の模型眼を使用する眼底カメラの外観構成を示す側面図で
ある。
【図２】本実施の形態１の模型眼を眼底カメラに装着した状態を示す部分側面図である。
【図３】本実施の形態１の模型眼の拡大断面図である。
【図４】本実施の形態１の模型眼における模型眼レンズ端面に設けたチャートとスプリッ
ト視標用の反射面を示す説明図である。
【図５】本発明の実施の形態１の模型眼を含む眼底カメラの光学系を示す光学構成図であ
る。
【図６】本発明の実施の形態１のチャート、スプリット視標の同時観察状態を示す説明図
である。
【図７】本発明の実施の形態２の模型眼を示す概略断面図である。
【図８】本発明の実施の形態２の模型眼の使用状態を示す部分斜視図である。
【図９】本発明の実施の形態３の模型眼を示す部分断面図である。
【図１０】従来の模型眼の構造を示す断面図である。
【図１１】従来の模型眼に付したチャートを示す説明図である。
【符号の説明】
１　カメラ本体
３　対物鏡筒
４　テーブル
５　基台
６　支持部
８　顎受け部
１０　照明光学系
１２　スチールカメラ
１３　ＴＶカメラ
１３ａ　画像モニタ
１６　接眼鏡筒
１８　リレーレンズ部
２０　撮影光学系
２４　ハロゲンランプ
３３　対物レンズ
３４　フィルター
３７　結像レンズ
４０　ＴＶカメラ撮影系
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４１　ファインダー光学系
４４　クイックリターンミラー
４５　フィールドレンズ
４６　クイックリターンミラー
４７　接眼レンズ
５０　模型眼
５０Ａ　模型眼
５０Ｂ　模型眼
５１　模型眼本体
５１ａ　装着筒部
５１ｂ　レンズ収納筒部
５２　ネジ孔
５４　カバー体
５５　ネジ
５６　取り付け部
６０　模型眼レンズ
６０ａ、６０ｂ　片凸レンズ
６０ｃ　透明体
６１　チャート
６２　レチクル
６４　反射部材
７０　スプリット視標板
７１ａ、７１ｂ　スプリット視標
８０　取り付け部
Ｅ　被検眼
【図１】 【図２】
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【図８】
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